
 

 

 
唐津市立成和小学校便り🍊 

H・P・C 通信 

令和６年９月３日 第５号 

         校長 藤田郁夫 

一人一人が安心して過ごせるために ～9/2 校長講話～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考サイト：https://happy-terrace.com/column_data/reasonable_accommodation/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成和小HP 

皆さんは、顔や性格、一緒にいる家

族やこれまで育った環境など、一人一

人が違った存在です。上手にできること

や、うまくできずに困っていることも、一人

一人違います。例えば、身長の違う３

人が壁の向こうの野球を同じように観

戦するために、背が低くて見えない人だ

けが踏み台を使うことは、「ズルい」ことで

はありませんよね。これと同じように、学

校でも、一人一人の「困り感」に合った

サポートをすることがあります。 

〇みんなと違う勉強をしたり人より長い

時間で問題を解いたりする 

〇支援の先生が横につく 

〇タブレットやリモートでの授業を受ける 

〇違う部屋で学習をする など 

 皆さんの中には、「あの人ばっかり・・・」

という気持ちを持つ人がいるかもしれま

せん。でも、これは決して「ズルい」ことで

はなく、一人一人の「困り感」に合わせ

た、必要なサポートなのです。このこと

を、みんなで理解し、一人一人が安心

して「わたしらしくあなたらしく」過ごせる

学校を目指していきましょう。 

合理的配慮とは 

小中学生に通う児童生徒の８.

８％が発達障害の可能性があること

が、２０２２年１２月におこなわれ

た文科省の調査で明らかになりまし

た。３０人の学級なら２～３人の割

合です。子供への支援で、「合理的

配慮」という言葉を目にした方も多い

のではないでしょうか。合理的配慮と

は、「障害のある子供が、他の子供と

平等に教育を受けるために、学校側

が必要かつ適当な変更・調整をおこ

なうこと」で、個々の障壁に応じて、学

校が個別に対応をするというもので

す。「障害者差別解消法」では、公

立学校での合理的配慮の提供は法

的義務になっています。また、保護者

自身が、お子様の特性を理解し、お

子様に合ったサポートが何かを知って

おくことがポイントとなります。一方で、

特性を知らない方からすると「わがま

ま」に見えることでも、実は特性に原因

があるということもあるため、互いに理

解を深める必要があります。 

学校も、限られた体制面や財政面

を鑑みつつ、保護者との相互理解を

深めながら、「できること・できないこと」

をすり合わせ、対応していくことが必要

だと考えています。 

 

 

SNS、ネットトラブルに注意！ 

私達の身の回りには、様々なインターネットの脅威が存在し、常にセキ

ュリティや情報モラルの意識をアップデートしておく必要性があります。

さて、お子様の周りにあるネット環境や、使用状況を把握されています

か？最近はチャット機能の付いた対戦型ゲームでの不用意な発信によるト

ラブルや、ＳＮＳへの投稿（写真や個人情報）に起因するトラブルに巻き

込まれるケースが増加しています。お子様のネット活用については保護者

がしっかり把握し、また、お子様同士のつながりがある保護者間で連携を

しっかりとっていただき、トラブルに巻き込まれることや、ゲームやネッ

トに依存してしまうことがないよう、くれぐれもお願いいたします。 



  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期は新しい学年のスタートとなる学期。新しい

環境で、自分自身をリセットする学期でした。また、

日々の学習やそれぞれの学年での体験活動、そして

運動会という大きな行事を通して、自分のよさや友達

のよさに気付き、互いに認め合い、主体的に行動す

ることでそれぞれの成長につなげることができました。 

成和小の学校教育目標は、「ハート・パワー・チャ

レンジ ～わたしらしく あなたらしく～」。１学期末

に、全児童対象に学校教育目標がどのくらい達成で

きたのかを調べるアンケートを行い、この目標を振り返

ってみました。アンケート項目は、次の３つです。 

①あなたは、じぶんのいいところをみつけ、のばすことが

できましたか？ 

②あなたは、ともだちのいいところをみつけ、みとめること

ができましたか? 

③あなたは、じぶんのもくひょうにチャレンジすることがで

きましたか？ 

アンケートの結果は下のとおりです子供達は、「友達の

よさを認めること」や「自分の目標にチャレンジするすこと」

がよくできていました。終業式では、「２学期は、自分の

よさをみつけよう。そして、もっと自分を好きになろう。」と呼

びかけました。自己肯定感や自己有用感がさらに高まる

よう、２学期につないでいきたいと思います。 

自分のいいところ 友達のいいところ 目標にチャレンジ 

自分や友達の短所を、長所にいいかえてみましょう。自分や友達の

「よさ」が再発見でき、もっと好きになれるかもしれません。 

 

 

 

 

２学期につなぐ  
 


